
令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学I 単位数 3 学年 1 指導クラス １～８組

教科書（出版社） NEXT数学I（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅰ+Ａ、チャート式 解法と演習 数学I+A

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第1章 数と式 

 第1節 式の計算 第１節は春休み課題とし、授業は

     1．多項式の加法と減法 「たすき掛けの因数分解」から開始する ○ ○

     2．多項式の乗法 ○ ○

     3．因数分解 ○ ○ ○

 第2節 実数

     4．実数 ○ ○ ○

     5．根号を含む式の計算 ○ ○ ○

 第3節 1次不等式

     6．不等式の性質 ○ ○

     7．1次不等式 ○ ○ ○

     8．絶対値を含む方程式・不等式 ○ ○ ○

5 ◎１学期中間考査  ○ ○ ○

6 第3章 2次関数 

 第1節 2次関数とグラフ

     1．関数とグラフ ○ ○

     2．２次関数とグラフ ○ ○ ○

 第2節 2次関数の値の変化

     3．2次関数の最大・最小 ○ ○ ○

     4．2次関数の決定 ○ ○ ○

 第3節 2次方程式と2次不等式 

     5．2次方程式 ○ ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9      6．2次関数のグラフとx軸の位置関係 ○ ○ ○

     7．2次不等式 ○ ○ ○

第2章 集合と命題 

     1．集合 ○ ○ ○

     2．命題と条件 ○ ○ ○

10      3．命題と証明 「D 背理法を利用する証明」 以下は扱わない ○ ○

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

11 第4章 図形と計量

 第1節 三角比

     1．三角比 ○ ○ ○

     2．三角比の相互関係 ○ ○ ○

     3．三角比の拡張 角度は360°まで拡張する ○ ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1  第2節 三角形への応用 

     4．正弦定理 ○ ○ ○

     5．余弦定理 ○ ○ ○

     6．正弦定理と余弦定理の応用 ○ ○ ○

     7．三角形の面積 ○ ○ ○

     8．空間図形への応用  ○ ○ ○

2 第5章 データの分析 

     1．データの整理 ○ ○

     2．データの代表値 ○ ○ ○

     3．データの散らばりと四分位数 ○ ○ ○

     4．分散と標準偏差 ○ ○ ○

     5．2つの変量の間の関係 扱うかどうかは進度によって決定 ○ ○ ○

     6．データの分析を活用した問題解決 扱うかどうかは進度によって決定 ○ ○

     7．仮説検定の考え方 ○ ○

◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 数学Aの授業と併せて進めるので、数学Aのシラバスも参照すること。

教科書の研究・発展についての扱いは授業担当から指示する。

週１回程度小テストを行う。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学Ａ 単位数 2 学年 1 指導クラス １～８組

教科書（出版社） NEXT数学Ａ（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅰ+Ａ、チャート式 解法と演習 数学I+A

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 5 第２章 図形の性質 

 第１節 平面図形 （諸定理の証明は扱わない）

     ４．円に内接する四角形 ○ ○

     ５．円と直線 ○ ○ ○

     ６．２つの円 ○ ○

◎１学期中間考査  ○ ○ ○

     １．三角形の角の二等分線の辺の比 ○

     ２．三角形の外心・内心・重心 ○ ○ ○

     ３．チェバの定理・メネラウスの定理 ○ ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 10 第１章 場合の数と確率 

 第１節 場合の数

     １．集合の要素の個数 ○ ○

     ２．場合の数 ○ ○ ○

     ３．順列 ○ ○ ○

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

     ４．組合せ ○ ○ ○

 第１節 場合の数

     ５．事象と確率 ○

     ６．確率の基本性質 ○ ○ ○

11      ７．独立な試行と確率 ○ ○

     ８．条件付き確率 「C 様々な事象の確率」は時間があれば扱う ○ ○ ○

     ９．期待値 ○ ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 第３章 数学と人間の活動 扱うかどうかは進度によって決定

     １．約数と倍数 ○

     ２．素数と素因数分解 ○

     ３．最大公約数・最小公倍数 ○ ○ ○

     ４．整数の割り算 「B 割り算の余りの性質」は扱わない ○

     ５．ユークリッドの互除法 「B 実数の性質の証明」は扱わない ○ ○ ○

     ６．１次不定方程式 ○ ○ ○

2 ◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 数学Ⅰの授業と併せて進めるので、数学Ⅰのシラバスも参照すること。

教科書の研究・発展についての扱いは授業担当から指示する。

週１回程度小テストを行う。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学Ⅱ（理系） 単位数 5 学年 2 指導クラス 理系必修

教科書（出版社） NEXT数学Ⅱ（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅱ、チャート式 解法と演習 数学Ⅱ＋B

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第４章 三角関数

第１節 三角関数

１．角の拡張 ○   ○

２．三角関数 ○   ○

３．三角関数の性質 P.137例題2を扱う前に、 ○   ○

４．三角関数のグラフ 第1章のP.8～10(３乗の因数分解)を扱う。   ○  

５．三角関数の応用   ○  

第２節 加法定理      

６．加法定理 ○ ○  

７．加法定理の応用   ○ ○

5 ◎１学期中間考査 ○ ○ ○

6 第１章 式と証明

第１節 式と計算    

１．３次式の展開と因数分解 ○   ○

２．二項定理   ○  

３．多項式の割り算 ○   ○

４．分数式とその計算 ○   ○

５．恒等式   ○  

６．等式の証明 ○   ○

７．不等式の証明   ○  

第２章 複素数とその計算

第１節 複素数と２次方程式の解      

１．複素数とその計算 ○   ○

２．２次方程式の解 ○   ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 ３．解と係数の関係   ○ ○

第２節 高次方程式

４．剰余の定理と因数定理 ○   ○

５．高次方程式   ○  

第６章 微分法と積分法

第１節 微分係数と導関数

１．微分係数 ○   ○

２．導関数とその計算 ○   ○

３．接線の方程式   ○  

10 第２節 関数の値の変化      

４．関数の増減と極大・極小 ○   ○

５．関数の増減・グラフの応用   ○  

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

第６章 微分法と積分法

第３節 積分法

６．不定積分 ○   ○

７．定積分 ○   ○

11 ８．定積分と面積   ○  

第５章 指数関数と対数関数

第１節 指数関数

１．指数の拡張 ○   ○

２．指数関数 ○ ○  

第２節 対数関数

３．対数とその性質 ○   ○

４．対数関数   ○  

５．常用対数 ○   ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 第３章 図形と方程式

第１節 点と直線

１．直線上の点 ○   ○

２．平面上の点   ○ ○

３．直線上の点 ○   ○

４．２直線の関係   ○  

2 第２節 円      

５．円の方程式 ○   ○

６．円と直線 ○   ○

７．２つの円   ○  

3 ◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法 ・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 ・数学Bの授業と併せて進めるので、数学Bのシラバスも参照すること。

・週に１回程度小テストを実施予定。（小テストの試験範囲は毎週配布する数学通信を参考にすること。）

・⾧期休暇中の課題はチャート式を活用予定。

・授業ノートとは別に、課題用ノートを用意し授業担当者の指示に従い提出をすること。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学B 単位数 2 学年 2 指導クラス 理系必修

教科書（出版社） NEXT数学B（数研出版），NEXT数学C（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ｂ，CONNECT 数学C、チャート式 解法と演習 数学Ⅱ＋B

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 5 第１章 数列

第１節 等差数列と等比数列

１．数列と一般項 ○ ○

２．等差数列 ○ ○

３．等差数列の和 ○ ○

４．等比数列 ○ ○

５．等比数列の和 ○ ○

◎１学期中間考査 ○ ○ ○

第２節 いろいろな数列

６．和の記号Σ ○ ○

７．階差数列 ○ ○

８．いろいろな数列の和 ○ ○

6 第３節 漸化式と数学的帰納法 ○ ○

９．漸化式 ○ ○

10．数学的帰納法 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第２章 統計的な推測

第１節 確率分布

１．確率変数と確率分布 ○ ○

２．確率変数の期待値と分散 ○ ○ ○

３.確率変数の和と積 ○ ○

４．二項分布 ○ ○ ○

10 ◎２学期中間考査 ○ ○ ○

11 ５．正規分布 ○ ○ ○

第２節 統計的な推測

６．母集団と標本 ○ ○

７．標本平均の分布 ○ ○

８．推定 ○ ○

９．仮設検定 ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 2 【数学C】第１章 平面上のベクトル

第１節 ベクトルとその演算

１．ベクトル ○ ○

２．ベクトルの演算 ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

４．ベクトルの内積 ○ ○

第２節 ベクトルと平面図形

５．位置ベクトル ○ ○

◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 ・数学Ⅱの授業と併せて進めるので、数学Ⅱのシラバスも参照すること。

・週に１回程度小テストを実施予定。（小テストの試験範囲は毎週配布する数学通信を参考にすること。）

・⾧期休暇中の課題はチャート式を活用予定。

・授業ノートとは別に、課題用ノートを用意し授業担当者の指示に従い提出をすること。

・３学期には早期採択で数学Cの内容を扱う。成績は数学Bの成績に含めるものとするので注意すること。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学Ⅱ（文系） 単位数 3 学年 2 指導クラス 文系必修

教科書（出版社） NEXT数学Ⅱ（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅱ

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第４章 三角関数

第１節 三角関数

１．角の拡張 ○   ○

２．三角関数 ○   ○

３．三角関数の性質 P.137例題2を扱う前に、 ○   ○

5 ４．三角関数のグラフ 第1章のP.8～10(３乗の因数分解)を扱う。   ○  

５．三角関数の応用   ○  

◎１学期中間考査 ○ ○ ○

第２節 加法定理

６．加法定理 ○ ○  

6 ７．加法定理の応用   ○ ○

第１章 式と証明

第１節 式と計算

１．３次式の展開と因数分解 ○   ○

２．二項定理   ○  

３．多項式の割り算 ○   ○

４．分数式とその計算 ○   ○

５．恒等式   ○  

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第２章 複素数と方程式

第１節 複素数と２次方程式

１．複素数とその計算 ○   ○

２．２次方程式 ○   ○

３．解と係数の関係   ○ ○

10 第２節 高次方程式

４．剰余の定理と因数定理 ○   ○

５．高次方程式   ○  

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

第６章 微分法と積分法

 第１節 微分係数と導関数

１．微分係数 ○   ○

２．導関数とその計算 ○   ○

11 ３．接線の方程式   ○  

第２節 関数の値の変化      

４．関数の増減と極大・極小 ○   ○

５．関数の増減・グラフの応用   ○  

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 第６章 微分法と積分法

第３節 積分法

６．不定積分 ○   ○

７．定積分 ○   ○

８．定積分と面積   ○  

第５章 指数関数と対数関数      

2 第１節 指数関数      

  １．指数の拡張 ○   ○

  ２．指数関数 ○ ○  

◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 ・未履修の第５章の対数関数の部分と第３章の図形と方程式は３学年数学理解の授業で履修予定。

・授業の進度に合わせて小テストを実施予定。（小テストの試験範囲は配布する数学通信を参考にすること。）

・授業ノートとは別に、課題用ノートを用意し授業担当の指示に従い提出をすること。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 4 学年 3 指導クラス 理系B必修

教科書（出版社） NEXT数学Ⅲ（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅲ、チャート式 解法と演習 数学Ⅲ+C

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 5 第１章 関数

１．分数関数 ○ ○

２．無理関数 ○ ○

３．三逆関数と合成関数 ○ ○

第２章 極限

第1節 数列の極限

１．数列の極限 ○ ○

２．無限等比数列 ○ ○ ○

３．無限級数 ○ ○ ○

◎１学期中間考査  ○ ○ ○

第２節 関数の極限

４．関数の極限(1) ○ ○

５．関数の極限(2) ○ ○

６．三角関数と極限 ○ ○

７．関数の連続性 ○ ○

第３章 微分法

第１節 導関数

１．微分係数と導関数 ○ ○

6 ２．導関数の計算 ○ ○

第２節 いろいろな関数の導関数

３．いろいろな関数の導関数 ○ ○ ○

４．第ｎ次導関数 ○ ○

５．曲線の方程式と導関数 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第４章 微分法の応用

第１節 導関数の応用

１．接線の方程式 ○ ○ ○

２．平均値の定理 ○ ○

３．関数の値の変化 ○ ○

４．関数のグラフ ○ ○ ○

第２節 いろいろな応用

10 ５．方程式、不等式への応用 ○ ○

６．速度と加速度 ○ ○

７．近似式 ○ ○

◎２学期中間考査  ○ ○ ○

第５章 積分法とその応用

第１節 不定積分

１．不定積分とその基本性質 ○ ○

11 ２．置換積分法と部分積分法 ○ ○ ○

３．いろいろな関数の不定積分 ○ ○

第２節 定積分

４．定積分とその基本性質 ○ ○

５．置換積分法と部分積分法 ○ ○ ○

６．定積分のいろいろな問題 ○ ○

第３節 積分法の応用

７．面積 ○ ○ ○

８．体積 ○ ○

９．道のり ○ ○

１０．曲線の⾧さ ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 演習 ○ ○ ○

◎学年末考査 ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 数学Cの授業と併せて進めるので、数学Cのシラバスも参照すること。

教科書の研究・発展についての扱いは授業担当から指示する。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学C 単位数 3 学年 3 指導クラス 理系B必修

教科書（出版社） NEXT数学C（数研出版）

副教材 CONNECT 数学C、チャート式 解法と演習 数学Ⅲ+C

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 数学C 第１章 平面上のベクトル 第１章の一部は２年次に学習済み

第１節 ベクトルとその演算 春課題考査を実施予定

１．ベクトル ○ ○

２．ベクトルの演算 ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○ ○

４．ベクトルの内積 ○ ○ ○

第２節 ベクトルと平面図形

５．位置ベクトル ○ ○

６．ベクトルの図形への応用 ○ ○

７．図形のベクトルによる応用 ○ ○

第２章 空間のベクトル

１．空間の点 ○ ○

２．空間のベクトル ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

5 ４．ベクトルの内積 ○ ○ ○

５．ベクトルの図形への応用 ○ ○

６．座標空間における図形 ○ ○

6 ◎１学期中間考査 ○ ○ ○

第３章 複素数平面

１．複素数平面 ○ ○

２．複素数の極形式 ○ ○ ○

３．ド・モアブルの定理 ○ ○

４．複素数と図形 ○ ○

第４章 式と曲線

第１節 ２次曲線

１．放物線 ○ ○

２．楕円 ○ ○

３．双曲線 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 ４．２次曲線の平行移動 ○ ○

５．２次曲線と直線 ○ ○

６．２次曲線と離心率 ○ ○

10 第２節 媒介変数表示と極座標

７．曲線の媒介変数表示 ○ ○

８．極座標と極方程式 ○ ○

９．コンピュータの利用 ○

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

11 演習

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 演習 ○ ○ ○

○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 数学Ⅲの授業と併せて進めるので、数学Ⅲのシラバスも参照すること。

教科書の研究・発展についての扱いは授業担当から指示する。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学探究 単位数 4 学年 3 指導クラス 理系A必修

教科書（出版社）

副教材 CONNECT 数学C

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 数学C 第１章 平面上のベクトル 第１章の一部は２年次に学習済み

第１節 ベクトルとその演算 春課題考査を実施予定 ○ ○

１．ベクトル （第１章を予定） ○ ○

２．ベクトルの演算 ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

４．ベクトルの内積 ○ ○

第２節 ベクトルと平面図形

5 ５．位置ベクトル ○ ○

６．ベクトルの図形への応用 ○ ○

７．図形のベクトルによる応用 ○ ○

第２章 空間のベクトル

１．空間の点 ○ ○

２．空間のベクトル ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

４．ベクトルの内積 ○ ○

５．ベクトルの図形への応用 ○ ○

６．座標空間における図形 ○ ○

◎１学期中間考査 ○ ○ ○

第３章 複素数平面 ○ ○ ○

１．複素数平面 ○ ○

6 ２．複素数の極形式 ○ ○

３．ド・モアブルの定理 ○ ○

４．複素数と図形 ○ ○

第４章 式と曲線

第１節 ２次曲線

１．放物線 ○ ○

２．楕円 ○ ○

３．双曲線 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第４章 式と曲線

第１節 ２次曲線

４．２次曲線の平行移動 ○ ○

５．２次曲線と直線 ○ ○

６．２次曲線と離心率 ○ ○

10 第２節 媒介変数表示と極座標

７．曲線の媒介変数表示 ○ ○

８．極座標と極方程式 ○ ○

９．コンピュータの利用 進行状況によって、問題探究を行います。 ○

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

・問題探究（数学Ⅰ・A） 入試問題を探究する。（原則、週３回） ○ ○

実情に応じて数学Ⅱ・Bも対象とする。

11 ・自己課題探究

１．課題設定 自分の興味関心に基づき、数学に関する ○

２．情報収集 自己課題探究を行う。（原則、週１回） ○

３．整理・分析 ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 ・自己課題探究

４．まとめ・発表 １人ずつの発表を行う。 ○ ○ ○

評価の方法 ・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学理解（理系選択③） 単位数 2 学年 3 指導クラス 理系選択者

教科書（出版社）

副教材 トライEX NEO数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B・C（数研出版）

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 数学Ⅱ

・式と証明，複素数と方程式 ○ ○ ○

・図形と方程式 ○ ○ ○

・三角関数 ○ ○ ○

5 ・指数関数，対数関数 ○ ○ ○

・微分法，積分法 ○ ○ ○

6 数学B

・数列 ○ ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 数学B      

・統計的な推測 ○ ○ ○

数学C

・ベクトル ○ ○ ○

10 数学Ⅰ

・数と式 ○ ○ ○

・集合と命題 ○ ○ ○

・2次関数 ○ ○ ○

     

11 ・図形と計量 ○ ○ ○

・データの分析 ○ ○ ○

数学A

・場合の数と確率 ○ ○ ○

・図形の性質 ○ ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 問題演習（総合問題等） ○ ○ ○

3 ◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法 ・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他 ・共通テストの受験対策をテーマとします。

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学理解（文系） 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） NEXT数学Ⅱ（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ⅱ

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第５章 指数関数と対数関数 第５章の一部は２年次に学習済み。

第１節 指数関数

１．指数の拡張 ○ ○

２．指数関数 ○ ○

第２節 対数関数

３．対数とその性質 ○ ○

４．対数関数 ○ ○ ○

5 ５．常用対数 ○ ○ ○

◎１学期中間考査 ○ ○ ○

6 第３章 図形と方程式

第１節 点と直線

１．直線上の点 ○

２．平面上の点 ○ ○ ○

３．直線上の点 ○ ○

４．２直線の関係 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第２節 円      

５．円の方程式 ○ ○

６．円と直線 ○ ○ ○

７．２つの円 ○ ○

10

◎２学期中間考査 ○ ○ ○

第３節 軌跡と領域      

８．軌跡と方程式 ○ ○

９．不等式の表す領域 ○ ○ ○

11

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 ・入試問題演習（数学Ⅰ・A） ○ ○ ○

2

3 ◎学年末考査 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学B（文系選択②） 単位数 3 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） NEXT数学B（数研出版）

副教材 CONNECT 数学Ｂ

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第１章 数列

第１節 等差数列と等比数列

１．数列と一般項 ○ ○

２．等差数列 ○ ○

３．等差数列の和 ○ ○

４．等比数列 ○ ○

５．等比数列の和 ○ ○

第２節 いろいろな数列

5 ６．和の記号Σ ○ ○

７．階差数列 ○ ○

◎１学期中間考査 ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

6 ８．いろいろな数列の和 漸化式は隣接３項間まで触れる。 ○ ○

第３節 漸化式と数学的帰納法 そのほか、難しい漸化式にも触れる。（予定） ○ ○

９．漸化式 ○ ○

10．数学的帰納法 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 第２章 統計的な推測

第１節 確率分布

１．確率変数と確率分布 ○ ○

２．確率変数の期待値と分散 ○ ○ ○

３.確率変数の和と積 ○ ○

10 ４．二項分布 ○ ○ ○

５．正規分布 ○ ○ ○

◎２学期中間考査 ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

第２節 統計的な推測

６．母集団と標本 ○ ○

11 ７．標本平均の分布 ○ ○

８．推定 ○ ○

９．仮設検定 ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 入試対策演習(共通テスト) 共通テストに向けて演習を行う。 ○

○

第３章 数学と社会生活 共通テスト後 ○

２.社会の中にある数学 第３章の内容に一部触れる。 ○

◎学年末考査 ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

評価の方法

・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 数学 科目 数学C（文系） 単位数 2 学年 3 指導クラス 文系選択者

教科書（出版社） NEXT数学C

副教材 CONNECT 数学C

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 数学C 第１章 平面上のベクトル

第１節 ベクトルとその演算 ○ ○

１．ベクトル ○ ○

２．ベクトルの演算 ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

5 ４．ベクトルの内積 ○ ○

第２節 ベクトルと平面図形

５．位置ベクトル ○ ○

◎１学期中間考査        ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

６．ベクトルの図形への応用 ○ ○

７．図形のベクトルによる応用 ○ ○

第２章 空間のベクトル

6 １．空間の点 ○ ○

２．空間のベクトル ○ ○

３．ベクトルの成分 ○ ○

４．ベクトルの内積 ○ ○

7 ◎１学期期末考査 ○ ○ ○

2 9 ５．ベクトルの図形への応用 ○ ○

６．座標空間における図形 ○ ○

第３章 複素数平面      

10 １．複素数平面 ○ ○

２．複素数の極形式 ○ ○

３．ド・モアブルの定理 ○ ○

４．複素数と図形 ○ ○

◎２学期中間考査      ※場合によって小テスト等で代替し、実施しない可能性があります。 ○ ○ ○

第４章 式と曲線

第１節 ２次曲線

１．放物線 ○ ○

２．楕円 ○ ○

11 ３．双曲線 ○ ○

４．２次曲線の平行移動 ○ ○

５．２次曲線と直線 ○ ○

６．２次曲線と離心率 ○ ○

12 ◎２学期期末考査 ○ ○ ○

3 1 第２節 媒介変数表示と極座標

７．曲線の媒介変数表示 ○ ○

８．極座標と極方程式 ○ ○

９．コンピュータの利用 ○

評価の方法 ・定期考査   ・小テスト   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。


